
第５学年算数科学習指導案
日 時 平成２1 年 9 月 7 日(月) ５校時

児 童 男子５名 女子７名 計１２名

指導者 菊池 信夫

研究主題 「小数のわり算を題材とし，筋道立てて考え，表現する力を育てる」

１ 単元名 「小数のわり算を考えよう」

２ 単元について

（１）教材について

算数科の目標は、「算数的活動を通して，数量や図形についての基礎的・基本的な知識及び

技能を身につけ，日常の事象について見通しを持ち筋道立てて考え，表現する能力を育てる

とともに，算数的活動の楽しさや数理的な処理のよさに気付き，進んで生活や学習に活用し

ようとする態度を育てる。」ことである。

本教材は，数直線図を根拠に考えたり説明したりすること，既習事項である計算のきまり

や小数のかけ算を生かすことを算数的活動ととらえると，様々な場面で算数的活動を設ける

ことで問題を解決することができるようになっている。

数直線図を使うことで立式の根拠とすることができるほか，小数でわるということの意味

やその計算のしかた，除数が純小数の場合の商が大きくなることなどを考えることができる。

また，本単元での学習内容である「乗法・除法の意味を拡張する」ことを理解する上でも，

数直線図の果たす役割は大きい。

（２）児童について

本学級の児童は算数の学習において，それまでに習ったことを生かして考えようとする児

童が多い。また，試行錯誤を繰り返しながら自分なりの考えを導き出すこと楽しむ児童や，

自分の考えを分かってもらおうと積極的に発言しようとする児童もいる。そして児童の多く

は，算数の問題に取り組むことを好んでいる。

かけ算やわり算の学習では，数直線を読んだり書いたりする活動を通して問題解決に取り

組んできた。しかし，文章に出てきた数値の順に立式してしまうなど，数直線図を正しく書

いたり十分に活動したりしているとは言い難く，その有用性を十分に理解していない児童も

見られる。そして，自分の考えに根拠を持っていないため，間違いを恐れて自分の考えを発

表することに抵抗を持っている。このような児童を含め，友達の考えを聞いたり見たりしな

がら，自分の考えを修正していく学習を全員が積み重ねてきている。

（３）指導にあたって

指導にあたって，以下の２点を指導の柱としながら本単元を進めることで，研究主題「筋

道立てて考え，表現する力を育てる」ことができると考える。

①数直線図

A 立式を明らかにする，乗法や除法の意味を拡張する，計算のしかたを考える，考えを説

明するために，数直線図を根拠にさせる。

B 問題の全体構造を把握するために数直線図を用いる。

C 文意に沿った数直線図の書き方や読み方を共通理解する。

②様々な説明のしかた

D 自分の考えの説明を，ナンバリングを用いてノートに記述させる。

E 他人の考えを修正したり，その考え方の続きを説明させたりする。

F 同じ考えであっても，自分の言葉で説明をさせる。



３ 単元の目標

○除数が小数の場合の除法の意味とその計算のしかたについて理解し、それを用いる能力を高

める。また、計算法則は数範囲が小数の場合でも成り立つことを理解する。

関心・意欲・態度 ・除数が小数の場合でも、既習の整数の場合の数量関係などをもとにして、除

法の式に表そうとする。

数学的な考え方 ・整数の除法計算と関連づけて、除数が小数の除法計算のしかたを考える。

表現・処理 ・除数が小数の除法計算をすることができる。

知識・理解 ・除数が小数の除法の意味やその計算のしかたを理解する。

４ 本単元の学習の関連と発展

５ 単元の指導計画

時 目 標 学 習 活 動 主な評価規準

① 小数のわり算 ［８時間］上ｐ８７～９５

１

２

○小数でわることの

意味と，整数÷小数

（1/10 の位まで）の

計算のしかたを理解

する。

・立式を考える

・２００÷２．５の計算のしかたを考える。

・２００÷２．５の計算のしかたをまとめる。

考既習内容に関連づけて，

整数÷小数（1/10 の位ま

で）の計算のしかたを考え

ている。

知小数でわることの意味を

理解している。

３

本

時

○1/10 の位までの小

数どうしの除法の計

算ができる。

・立式を考える。

・７．８÷６．５の計算のしかたを考える。

・７．８÷６．５の計算のしかたをまとめる。

知 1/10 の位までの小数どう

しの除法の計算のしかた

を理解している。

②小数のかけ算とわり算

⑥小数

⑨わり算の筆算（２）

第４学年 第５学年 第６学年

③わり算の筆算（１）

⑥分数のかけ算とわり算（１）

⑧小数のわり算

⑦小数のかけ算

①小数と整数のしくみ

⑦分数のかけ算とわり算（２）



４ ○1/10 の位までの小

数どうしの除法の

筆算のしかたを理

解し，その計算がで

きる。

○1/10 の位までの小

数どうしの除法の

計算（商が純小数・

被除数に０を補う

場合）ができる。

・小数÷小数の筆算のしかたをまとめる。

・２．８÷１．２，

１．８÷２．４，

８÷２．５の筆算のしかたを考える。

・計算練習をする。

考除法の性質を用いて既習

の計算に帰着させ，1/10

の位までの小数どうしの

除法の筆算のしかたを考

えている。

表 1/10 の位までの小数どう

しの除法の筆算（商が純小

数や，被除数に０を補う場

合を含む）ができる。

５ ○純小数でわると，小

は被除数より大き

くなることを理解

する。

・２４０÷１．２と２４０÷０．８の計算をして，

商と被除数の大きさを比べる。

・純小数でわると商が被除数より大きくなること

をまとめる。

考数直線上で除数の大きさ

と関連づけて，被除数と商

の大小を考えている。

知純小数でわると，商が被

除数より大きくなること

を理解している。

６ ○小数の除法にお

けるあまりの位取

りについて理解す

る。

・２．５L のジュースを０．７L 入りの水筒に

入れると何個できて，ジュースはどれだけあ

まるかを考える。

・小数の除法におけるあまりの小数点のうつ位

置についてまとめる。

考あまりの小数点の位置を

被除数と関連させて考え

ている。

表あまりのある場合の小数

の除法計算ができる。

７ ○小数の除法の答え

を概数で表すとき

の処理のしかたを

理解する。

・１．４L の砂の重さが２．６ｋｇのときの，１

L の砂の重さを２けたの概数で求める。

表小数の除法の考えを，必

要に応じて概数で表すこ

とができる。

８ ○学習内容を確実に

身につける。

・「力をつけよう」に取り組む。

・練習問題に取り組む。

表学習内容を正しく用い

て，問題を解決することが

できる。

② 小数の倍とわり算 ［２時間］上ｐ９６～９７

１ ○比較量・基準量が小

数のときも，何倍か

は除法で求められ

ることを理解する。

・３．６ｋｍ，１．８ｋｍは２．４ｋｍの何倍か

を求める方法を考える。

・比較量，基準量が小数の場合でも倍を求めるに

は除法を使うことをまとめる。

表比較量，基準量が小数の

場合でも，何倍かを除法で

求めることができる。

２ ○倍を表す数が小数

のときも，基準量は

比較量÷倍で求め

られることを理解

する。

・６３０ｇが基準量の１．８倍にあたるときの，

基準量の求め方を考える。

・基準量を求めるには，□を使って乗法の式に表

すと考えやすいことをまとめる。

表倍を表す数が小数の場合

も，□を用いるなどして基

準量を求めることができ

る。

○ まとめ ［２時間］上ｐ９８

１ ○学習内容の理解を

確認する。

・「たしかめよう」に取り組む。

・練習問題に取り組む。

知基本的な学習内容につい

て理解している。

２ 「おもしろ問題にチャレンジ！」に取り組み，学習内容をもとに小数の除法について理解を深める。



６ 本時の指導

（１） 目標

1/10 の位までの小数どうしの除法の計算のしかたを理解する。

（２）本時の評価

評価規準

1/10 の位までの小数どうしの除法の計算のしかたを理解している。

評価の観点と評価規準 A の状況の具体的姿 B の状況の具体的姿 C の状況への手立て

知 1/10 の位までの小

数どうしの除法

の計算のしかた

を理解している。

小数÷小数の計算は，

整数÷整数に直して

計算すればよいこと

を理解し，数直線など

の根拠を用いながら

表現している。

小数÷小数の計

算は，整数÷整数

に直して計算す

るとよいことを

理解している。

・前時に学習した整数÷小数

では，整数÷整数に直して計

算したことを想起させる。

・計算することができるよう

にするには，わり算の性質

を用いることを助言する。

（３）展開

段

階 学習活動と主な発問 予想される児童の反応

指導上の留意点（※）

導
入

１ 前時の振り返り

２ 問題提示

○式は６．５÷７．８でいい

ですか。

○式を確認するにはどうした

らいいでしょう。

○数直線を書いて，式を確か

めましょう。

○正しい式は何ですか。

３ 課題把握

・６．５ｍのパイプがある

・□がある

・この式で合っている。

・この式は間違っている。

・数直線を使う。

・７．８÷６．５

※掲示を使いながら前時の学習（整数

÷小数）を児童主体で振り返らせる。

※文章問題を見てどんな式になるか

予想をさせ，文章を見ただけでは

立式が難しいことを感じさせる。

※机間巡視をしながら，正しい数直

線の書き方を確認させる。

※前時までの学習と，本時の学習を

比較し，未習の学習であることを

確認させる。

小数÷小数の計算のしかたを考えよう。

６．５ｍの重さが７．８ｋｇのパイプがあります。

このパイプ１ｍの重さは何ｋｇですか。

10

分

A 立式を明らかにする,計算のしか

たを考える数直線図の活用

指導の柱評価

B 問題の全体構造を把握するための

数直線図の活用

C 文意に沿った数直線図の書き方を

共通理解する

0

0 ６．５

□

１

７．８

ｋｇ

ｍ

÷6.5

×6.5

÷6.5

×6.5



展
開

４ 見通し

○答えはおおよそどれくらい

になりますか。

○どんな方法を使えば解くこ

とができそうですか。

５ 自力解決

○パイプ１ｍの重さを出して

みましょう。

６ 全体交流

・おおよそ８÷７になるから，

１より大きく２より小さい。

・数直線図

・わり算のきまり

・筆算

※数直線図も使いながら，答えの見

通しを持たせる。

※前時を想起させながら，整数に直

して計算するとよいことに気づ

かせる。

※前時の学習を想起させながら自

力解決をさせる。

※考えにつまずいている子には，わ

り算の性質に着目し，整数化する

ことを助言する。

※机間巡視をし，数名の子どもの考

えを黒板に出す。

※それぞれの考え方の理解を図る。

共通点に注目させ，わる数を整数

にすることで計算することがで

きることを理解させる。

ま
と
め

７ まとめ

８ 適用問題

９ 振り返り

○今日の学習で分かったこと

は何ですか。学習感想を書き

ましょう。

① １０．５÷４．２＝２．５

② ５８．４÷７．３＝８

※本時の学習を理解しているかどう

かを確認するためにも，まとめを

児童に考えさせる。

※丸付けをして即時評価する。問題

を解いた子には感想を書かせる。

※今日の学習で分かったことを中心

に感想を書かせる。

小数÷小数の計算も、わる数を整数に直して計算します。

８

分

27

分

７．８ ÷ ６．５ ＝ １．２

↓×１０ ↓×１０

７８ ÷ ６５ ＝ １．２
知 1/10の位までの小数どうしの

除法の計算のしかたを理解し

ている。 （発言・ノート）

E 他人の考えを修正したりその考

え方の続きを説明させたりする。

D 自分の考えの説明を，ナンバリ

ングを用いてノートに記述させる。



（４）板書計画

＜言葉＞全体÷いくつ分＝ひとつ分

＜式＞６．５÷７．８

７．８÷６．５

いくつ分と全体が分かれば・・

↓

数直線

＜数＞

７．８÷ ６．５

問題文

9/7

NO.

＜答えの見当＞

８÷７→およそ１

＜方法の見当＞

数直線，0.1m 分を求める，

65m 分を求める，筆算，

整数に直して計算する

課題 まとめ

適用問題

0

0 6.5

□

１

7.8
ｋｇ
ｍ

小数÷小数

未習

筆算を用いた考え方

わ
り
算
の
性
質
を
用
い
た

考
え
方

６
５
メ
ー
ト
ル
分
を
も
と

め
る
考
え
方

０
．
１
メ
ー
ト
ル
分
を
も

と
め
る
考
え
方



（５）比較検討の構想図

問
題

課
題

答
え
の

見
通
し

方
法
の

見
通
し

計算のきまりで学習し
たわり算の性質が使え
そうだ。

小数÷整数で学習した
筆算が使えそうだ。

多
様
な
考
え

筆算

妥
当
性
の
検
討

①０．１ｍ分を求める。
７．８÷６５＝０．１２

②１ｍ分を求める。
０．１２×１０＝１．２

①６５ｍ分を求める。
７．８×１０＝７８

②１ｍ分を求める。
７８÷６５＝１．２

○わり算の性質を生か
している。

○整数×整数に直して
計算している。

▲小数点をつける位置
が判断できない。

○小数÷整数の筆算
の仕方を生かしてい
る。

有
効
性
・
関

連
性
の
検
討

ま
と
め

疑
問

小数÷小数の筆算は
できないのだろうか。

小数÷小数の計算も，わる数を整数に直して計算することができる。

６．５ｍの重さが７．８ｋｇのパイプがあります。このパイプ１ｍの重さは何ｋｇですか。

小数÷小数の計算のしかたを考えよう。

７．８÷６．５は，およそ８÷７と見ることができる。
よって，答えはおおよそ１になる。

小数のかけ算や小数のわり算で学習した考え方
が使えそうだ。

・わる数を整数に直して考えている。
・×１０にして考えている。

７．８６．５

１．３０

６．５

．１２

÷65

0.12

0.1

0

0 6.5

□

１

7.8
ｋｇ

ｍ

÷65

×

×

78

65

0

0 6.5

□

１

7.8
ｋｇ

ｍ

÷65

÷65

×10

×10

７．８ ÷ ６．５ ＝１．２

?×10 ?×10
７８ ÷ ６５ ＝１．２


